
■高速道路IC付近に立地する大型物流拠点

■宅配便等取扱個数と通販市場売上高

主要3社大型物流拠点＜凡例＞

新東名（静岡県区間）開通前に整備

新東名（静岡県区間）開通後に整備

今後整備予定

（H20.4～H24.3）

（H24.4～H27.9）

（H27.10～）

代替経路が確保され、輸送
時間が安定することは、物流
コストの低減、提供サービス
の安定化に貢献し、ひいて
は、お客様の満足度の向上に
つながります。

運輸事業者の声
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新ターミナル（ゲートウェイ）
を契機に、物流ハブ機能を
組み合わせた輸送ネット
ワークにより、関東・中部・
関西都市圏の多頻度輸送が
実現し、当日配送エリアが
拡大。

物流企業
（Ｙ社）の例

集荷した荷物を夕方
までプールしてまとめ
て幹線輸送

従来型の幹線輸送 集荷荷物を日中の時間帯から幹線輸送＝当日配達の実現へ
「ゲートウェイ構想」が実現する多頻度幹線輸送

ゲートウェイ構想の概念図

ネット通販業界では、消費者へ商品を届ける
配送スピードが、顧客満足度に影響を与える
要素のひとつとなっています。

出典：電子商取引に関する市場調査（経済産業省資料）

出典：物流企業（Ｙ社）ホームページ　

三河GWの完成図
（稼動開始：Ｈ２８．１０予定）

事業中区間開通予定区間 開通済み区間

厚木ＧＷ
（稼働中：H25.8～）

H27年4月時点

出典：宅配便等（トラック）取扱個数（国土交通省調べ）、日本通信販売協会資料

（建設中：H28.10月稼働予定～）（建設中：H28.10月稼働予定～）
三河ＧＷ

東名高速道路

新東名高速道路

出典：ヒアリング調査（国土交通省 中部地方整備局 名四国道事務所）

■ダブルネットワークの信頼性が、日中の時間帯からの長距離幹線輸送を可能とします。輸送時間帯の変更で、大都市間の
当日配達が実現され、配送スピードがアップします。スピードアップにより、速達ニーズの高いネット通販の成長を支えます。

ダブルネットワークの信頼性が配送スピードをアップ、ネット通販の成長を支援

通販市場は、
直近10年の平均成長率は7.3％
売り上げは、増加傾向が継続

宅配便等（トラック）
取扱個数は、
30年で10倍に増加


